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足立区立第九中学校へ

ようこそ 文武両道の

キュウちゃん
創立70周年マスコット
キャラクターデザイン

〔生徒作品〕

東京都教育委員会

スーパーアクティブスクールの教育は、

心身ともに健康で自ら未来
を切り拓く力のある次代の形成

者を育成し、

未来の社会をつくるもっとも
重要な活動であると私は考える。



子どもの成長を支える環境
「学校・家庭・地域の連携・協力」

学校
規律を重んじ、自ら
学ぶ意欲を高める場

地域
安心して様々な
体験ができる場

家庭
生活習慣の確立や

自立心を育てる場

協力連携



学力向上
全国学力・学習状況調査結果から

現在の教育課題

体力向上
全国体力・運動習慣調査結果から

豊かな人間性の育成
道徳授業地区公開講座から







学習指導要領の理念「生きる力」

確かな学力

豊かな人間性 健康・体力

生きる力

５つの課題

○「生きる力」に関する周知・
徹底の不十分

○子供の自主性を尊重し、
教員が指導を躊躇

○知識・技能が探究活動に
つながりにくい

○知識・技能を活用する学習
時間の不足

○家庭や地域の教育力低下
を踏まえた対応が不十分

どのように社会・世界と関わり、
より良い人生を送るか

主体性・多様性・協働性

人間性・学びに向かう力等

何を知っているか、
何ができるか

個別の知識・技能

知っていること・できる
ことをどう使うか

思考力・判断力・
表現力等

アクティブ・ラーニング
学習評価の充実
カリキュラム・マネジメントの充実

新:育成を目指す資質・能力の３つの柱



育成を目指す資質・能力の３つの柱

国

語

主体性・人間性・
学びに向かう力等

知識･技術をどう使うか等の

思考･判断･表現力等

知っている・できる等の

知識・技能

社

会

数

学

理

科

音

楽

美

術

保

体

技

家

英

語

等

中学校の各教科

３つの柱

深い学び

対話的な学び

主体的な学び

いわゆる

アクティブ・ラーニング



これからの

よりよい授業を考える

本校の研究

課題発見
興味や関心をもつ
ねらいを把握する
情報を収集する

解決方法
見通しをもつ
方法を考える
情報交換をする

身に付ける
知識や技能
礼儀・マナー、社会性
コミュニケーション能力

課題解決
知識や技能の活用
グループでの討論
構造化 まとめ



興味や
関心

見通し
をもつ

自分と結
びつける

振り返っ
て自覚

粘り強く
取り組む

主体的な
学び

目指す

資質・能力

の育成

課題を

発見する

解決方法
を見出す

思考し解決
に向かう

知識・技能を
習得・活用する

知識・技能を
構造化する

深い学び

多様な情報
を収集する

対話的な
学び

多様な手段
で表現する

共に課題を
解決する

共に考えを
創り上げる









平成30年度の成果

豊かな人間性

授業

学校行事

部活動

その他（個性を発揮）

しっかり挨拶 95.7％

学校での学習に努力した 84.9％

頑張って取り組んだ 95.0％

積極的に取り組んだ 90.6％

優秀賞、感謝状等

税の作文、給食メニュー、書道、社会貢献 等





文武両道で
素敵な生徒を育成する

第九中の目指す学校像

「磨く」

「挑む」

「思いやる」

努力する 高める

自己開発 新たな自分

関わり 豊かな心



磨く
自分自身のよさを見い
だし、向上していく

挑む
できないことや新しいこ
と等に立ち向かっていく

思いやる
自他の違いを認め、尊
重する心を育む

豊かな心
の育成

学力向上
指導体制
の整備

小中連携体力向上

心身ともに健康で、
粘り強く努力し、
自ら未来を切り拓く力をもった

次代の
形成者

足立区立第九中学校の教育





令和２年度から体操着をモデルチェンジ

生徒のよりよい活動
・ 安全性と経済性
・ 機能性

品質等（主な改良、同じ価格）
・ 防風 ・ 保温性 ・ 吸汗速乾
・ 耐久性 ・軽量素材
・ 透け防止 ・ UVｶｯﾄ ・ 低刺激

取り扱い（経済性等）
・ 全学年統一：リサイクル、リユース等

・ ネームのみ学年色
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